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⑴　
私
は
、
行
政
運
営
の
中
で

一
番
大
事
な
こ
と
は
、是
は
是
、

非
は
非
を
確
認
し
合
い
、
市
民

の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
将
来

に
禍
根
を
残
さ
な
い
方
法
で
ベ

ス
ト
な
新
庁
舎
が
で
き
る
だ
け

早
く
建
設
で
き
る
よ
う
に
考
え

て
い
る
。そ
う
い
う
観
点
か
ら
、

出
前
講
座
に
期
待
し
て
い
た
。

　
新
庁
舎
建
設
問
題
は
基
本
設

計
図
配
布
後
３
年
を
経
過
し
た

が
進
展
し
て
い
な
い
。
訴
訟
問

題
に
至
っ
た
最
大
の
問
題
点
、

用
地
取
得
交
渉
の
難
航
、
失
態

の
経
過
の
説
明
が
な
い
。
こ
う

し
た
現
状
を
市
民
に
理
解
さ
れ

た
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。

⑵　
用
地
交
渉
は
最
初
に
職
員

で
は
な
く
市
長
自
ら
地
主
に
協

力
要
請
し
て
い
れ
ば
こ
の
よ
う

に
難
航
し
て
い
な
い
と
思
う
。

　
27
年
度
予
算
も
再
び
繰
越
明

許
す
る
の
か
。
こ
の
ま
ま
続
け

る
と
行
政
不
信
に
繋
が
る
と
考

え
る
、
庁
舎
に
関
し
市
民
の
意

向
調
査
を
す
べ
き
で
は
。

⑶　
議
会
で
の
協
議
が
進
ん
で

い
な
い
中
、
し
か
も
十
四
山
・

白
鳥
学
区
の
出
前
講
座
の
み
で
、

市
制
10
周
年
記
念
事
業
に
総
合

運
動
公
園
（
サ
ッ
カ
ー
場
）
が

あ
っ
た
と
聞
く
が
事
実
か
。

　
　

市
長

⑴　

参
加
市
民
に
は
新
庁
舎
建

設
に
対
す
る
経
緯
は
理
解
い
た

だ
い
た
と
思
っ
て
い
る
。　

⑵　

用
地
取
得
は
、
極
め
て
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
回
も
最
初
に
挨
拶
し
、
途

中
か
ら
だ
が
、
出
向
い
て
何
度

か
話
し
合
い
を
し
て
い
る
。

　
　

副
市
長

⑵　

愛
知
県
の
事
業
認
可
が
お

り
な
い
段
階
で
契
約
を
す
る
こ

と
は
、
土
地
の
提
供
者
に
対
す

る
税
の
特
別
控
除
な
ど
が
無
く

な
る
た
め
、
土
地
取
得
契
約
は

事
業
認
可
後
に
行
う
。

　
　

市
長

⑶　

議
会
で
も
数
回
話
を
し
、

第
１
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
の
中
で
も
記
載
し
て
い
る
。

⑴　
市
総
合
戦
略
推
進
会
議
の

①
目
的
、
②
戦
略
内
容
、
③
委

員
の
選
任
基
準
、選
任
方
法
は
。

⑵　
委
員
名
簿
を
見
る
と
あ
て

職
中
心
で
あ
る
。
本
市
に
は
、

県
の
部
長
職
・
行
政
経
験
が
豊

か
な
有
能
な
人
材
が
あ
り
、
学

識
経
験
と
し
て
こ
の
よ
う
な
人

材
を
適
材
適
所
で
選
任
す
べ
き

と
考
え
る
が
市
長
の
見
解
は
。

　
　

総
務
部
長

⑴　

①
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総

合
戦
略
の
策
定
に
関
す
る
事
項
、

総
合
戦
略
の
検
証
に
関
す
る
事

項
の
２
つ
の
ほ
か
に
、
市
長
が

必
要
と
認
め
る
事
項
を
審
議
す

る
た
め
で
あ
る
。
②
安
定
し
た

雇
用
を
創
出
、
新
し
い
人
の
流

れ
を
つ
く
る
、
若
い
世
代
の
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を

叶
え
る
、
時
代
に
合
っ
た
地
域

を
つ
く
り
、
安
心
な
暮
ら
し
を

守
る
と
と
も
に
、
地
域
と
地
域

を
連
携
す
る
と
い
っ
た
内
容
で

あ
る
。
③
住
民
の
代
表
者
、
産

業
界
、
教
育
機
関
、
金
融
機
関

の
各
関
係
者
、
学
識
経
験
者
、

そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る

者
で
あ
る
。

　
　

市
長

⑵　

産
学
官
教
の
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
か
ら
お
願
い
を
し
て
い
る
。

⑴　
人
と
働
く
場
を
ど
う
結
び

つ
け
て
い
く
か
、
さ
ら
に
本
市

に
住
み
、
本
市
で
働
け
る
体
制

を
し
っ
か
り
つ
く
っ
て
い
く
政

策
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
中
で
市
民
の
①
市
内
で
就
業

す
る
人
数
、
②
市
外
で
就
業
す

る
人
数
、
③
市
外
か
ら
市
内
で

就
業
す
る
人
数
の
現
状
は
。

⑵　
本
市
で
最
も
遅
れ
て
い
る

の
は
土
地
の
有
効
活
用
で
あ
る
。

　
西
部
臨
海
工
業
地
帯
な
ど
の

順
調
な
税
収
に
甘
え
て
い
て
は

他
市
に
負
け
て
し
ま
う
。

　
本
市
が
目
指
す
人
口
問
題
の

具
体
的
対
策
は
。

　
　

商
工
観
光
課
長

⑴　

22
年
国
勢
調
査
を
参
考
に

15
歳
以
上
人
口
の
常
住
地
ま
た

は
、
従
業
地
・
通
学
地
に
よ
る

就
業
者
・
通
学
者
数
に
よ
る
と
、

①
自
宅
で
の
従
業
は
２
千
559
名
、

自
宅
外
は
６
千
584
名
。
②
市
外

就
業
・
通
学
人
口
は
１
万
４
千

74
名
。

③
市
外
か
ら
市
内
に
就
業
・
通

学
人
口
は
１
万
１
千
688
名
。

　
　

総
務
部
長

⑵　

こ
れ
ま
で
の
子
育
て
施
策
、

さ
ら
に
子
育
て
世
代
や
若
者
の

呼
び
込
み
が
で
き
る
施
策
の
推

進
、
ま
た
、
駅
周
辺
整
備
、
地

場
産
業
、
農
業
の
担
い
手
の
育

成
、
企
業
誘
致
の
推
進
な
ど
で

あ
る
。

問

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
誠
意
を

持
っ
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

答答

答弥
富
市
総
合
戦
略
推
進
会
議

弥
富
市
総
合
戦
略
推
進
会
議

の
人
選
方
法
は
適
材
適
所
か

の
人
選
方
法
は
適
材
適
所
か

問産
学
官
教
の
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
か
ら
選
任
し
て
い
る

答

答地
方
創
生
（
人
口
・
土
地
活
用
、
企
業

地
方
創
生
（
人
口
・
土
地
活
用
、
企
業

誘
致
な
ど
）
に
関
連
し
た
政
策
を

誘
致
な
ど
）
に
関
連
し
た
政
策
を

問

戦
略
に
沿
っ
た
施
策
を

展
開
し
て
い
き
た
い

答答

議
員

佐
藤 

博

無
所
属
ク
ラ
ブ

市
長
出
前
講
座
の
結
果
を

市
長
出
前
講
座
の
結
果
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か


